
学校法人敬,b学園 職業教育研究開発センター 第7回′ム`開研究会

『介護におけるデイパーシティを

どう進めるか』
2017年9月 、在留資格「介護」力塘J設されました。養成校の留学生も増加、卒業生も現場で活躍しはじめました。

来日された方への地域の特色ある支援活動も見受けられるようになつています。これらの今後の展開について、一緒に

考えてみたいと思います。        (敬 心学園 職業教育研究開発センター センター長 :川廷宗之 )

500円 *参加費(資料費)

◇◇ プログラム(予定)◇◇
総合司会:橋本 正樹(学校法人川口学園 早稲田速記医療福祉専門学校 検長)
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ボランティア活動をきつかけに、障害者福祉・介護業務に従事。2009年 EPA看護師・介護福祉土候補者の支援

業務に携わつたことをキ幾に、外国人介護職員との協働をテーマに活動する。介護福祉士・介護支援専門員・社会福祉士。
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上智大学文学部社会学科卒。ニューヨーク州立大学大学院社会福祉研究科修了 (MSけ 。その後NGOや貝オ団での

研究業務を経て、一橋大学大学院社会学研究科修了、博士 (社会学)。 専門は国際社会福祉、人の国際移動と社会福ネL

<シンポシスト>
。文 (むん)ジナ 氏  (早千閥開藪逐葬福祉尊翌封交 t彗尭L:母国 報動

2016年来日。2年間、日本語学校で学び日本語能力訓顧N2取得。韓国ではデザイン、秘善業務を経験。

・ムハッマド リズキ シャリフラー 氏  (日本福惟琉等評段計交冨学生:母国 インドネ〃

2016年 10月来日。以前より亡き祖父に思返ししたいと者えていた。名古屋の老人ホームでアルバイトをした限

職員の仕事ぶりに感lb嵌 介護福祉を深く学ほうと決め、進学の為上京。趣味は日本の音楽を聞くこと・歌うこと。

・スバンンガ アラチーゲー シローミ フリヤダルシャニ ∞ 諾郊群葉後 社会福祉法人元気付

牛翌;蜘 ―ム 認 <まむろ>危舟調嗣槻 <しょうゆうえん>に勤務 :母国 スリランか

201寄留学生として来日。17年3月入職。入管難民法改正による介護職初の在留資格取得対象の一人。在学中も

介護施設でアルバイト、学びと実践を統合し常に利用者一人一人の「より良しヽ生渚、より良い人生」を者え支援する

大切さを学ぶ。夢は「入居者がみんな優しくて人との触れ合いが楽しい。しヽつか自分の国で老人ホームをつくりたい」

1-1515聴

16て力 事槻闘催沖 l鮮臨 快と勘 鰺

難 : 碑
―

る多文化ケ行ヨ隆
潟夢み日日,残懇脚範魅鷺筋劃

プログラム言鞠田裏面に続く

平成30年9月 29日 (土 )13:30～ 16:45(受付13:00～ )

早稲田速記医療福祉専門学校 8階 視聴覚教室
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